
機能毎の病床数グラフ（病床機能報告まとめ）

1
○R2年7月1日時点の病床機能報告の数値（重症急性期・軽症急性期は県調査）を集計 ○介護医療院についてはR3年9月末時点で県が把握している数値を集計 ○阪奈中央病院については、R3年10月作成の単独病床機能再編計画の数値を反映 ○＜H28年度＞は病床機能報告をベースに、具体的対応方針等を踏まえ、実態に合わせて修正している

参考資料１

急性期
6,282

重症急性期
軽症急性期

R2年度は具体的対応方針の作成を見送ったため、将来の急性期の分類（重症or軽症）を集計していない

実態上は、軽症急性期を回復期と併せて医療需要を解釈



機能毎の病床数グラフ（病床機能報告まとめ）

2
○R2年7月1日時点の病床機能報告の数値（重症急性期・軽症急性期は県調査）を集計 ○介護医療院についてはR3年9月末時点で県が把握している数値を集計 ○＜H28年度＞は病床機能報告をベースに、具体的対応方針等を踏まえ、実態に合わせて修正している

急性期
1,716

実態上は、軽症急性期を回復期と併せて医療需要を解釈

重症急性期
軽症急性期

R2年度は具体的対応方針の作成を見送ったため、将来の急性期の分類（重症or軽症）を集計していない



機能毎の病床数グラフ（病床機能報告まとめ）

3
○R2年7月1日時点の病床機能報告の数値（重症急性期・軽症急性期は県調査）を集計 ○介護医療院についてはR3年9月末時点で県が把握している数値を集計 ○＜H28年度＞は病床機能報告をベースに、具体的対応方針等を踏まえ、実態に合わせて修正している

急性期
1,101

実態上は、軽症急性期を回復期と併せて医療需要を解釈

重症急性期
軽症急性期

R2年度は具体的対応方針の作成を見送ったため、将来の急性期の分類（重症or軽症）を集計していない



機能毎の病床数グラフ（病床機能報告まとめ）
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○R2年7月1日時点の病床機能報告の数値（重症急性期・軽症急性期は県調査）を集計 ○介護医療院についてはR3年9月末時点で県が把握している数値を集計 ○阪奈中央病院については、R3年10月作成の単独病床機能再編計画の数値を反映 ○＜H28年度＞は病床機能報告をベースに、具体的対応方針等を踏まえ、実態に合わせて修正している

急性期
1,451

実態上は、軽症急性期を回復期と併せて医療需要を解釈

重症急性期
軽症急性期

R2年度は具体的対応方針の作成を見送ったため、将来の急性期の分類（重症or軽症）を集計していない



機能毎の病床数グラフ（病床機能報告まとめ）

5
○R2年7月1日時点の病床機能報告の数値（重症急性期・軽症急性期は県調査）を集計 ○介護医療院についてはR3年9月末時点で県が把握している数値を集計 ○＜H28年度＞は病床機能報告をベースに、具体的対応方針等を踏まえ、実態に合わせて修正している

急性期
1,788

実態上は、軽症急性期を回復期と併せて医療需要を解釈

R2年度は具体的対応方針の作成を見送ったため、将来の急性期の分類（重症or軽症）を集計していない
重症急性期
軽症急性期



機能毎の病床数グラフ（病床機能報告まとめ）

6
○R2年7月1日時点の病床機能報告の数値（重症急性期・軽症急性期は県調査）を集計 ○介護医療院についてはR3年9月末時点で県が把握している数値を集計 ○＜H28年度＞は病床機能報告をベースに、具体的対応方針等を踏まえ、実態に合わせて修正している

急性期
226

実態上は、軽症急性期を回復期と併せて医療需要を解釈

重症急性期軽症急性期

R2年度は具体的対応方針の作成を見送ったため、将来の急性期の分類（重症or軽症）を集計していない


